
時
間 

第６学年 理科授業案 

場所 ６年教室 授業者 ○○○○ 

１ 単元 電気の性質とその利用 お掃除ロボットを作ろう（本時 １２／１３） 

２ 本時の目標 

  自分の意図した通りにお掃除ロボットを制御する妥当な考えをつくりだすことができる。 

（思考力・判断力・表現力） 

学習形態 フィジカルプログラミング  使用機器 センサーカー、ブザー、赤外線センサー 

プログラミング的思考とのつながり ロボットの動きの組み合わせをフローチャートで考える。 

３ 展開 

 

学  習  活  動        ※教師の支援 ◆思考ツールの活用 ☆評 価 
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各社のいちおしロボットをプレゼンしよう 

◆プログラムを確認すること

ができるように、各班のフ

ローチャートの書かれたホ

ワイトボードを提示すると

ともに、ワークシートも配

付する。 

○振り返りをしよう 

 

・「少し下がってから曲がる」を試して

みたいね 

・センサーで壁を感知した後の「９０度

曲がる」のプログラムの後に、「１秒

下がる」プログラムを足してみよう 

 

・壁にぶつからないかどうか、さっそく

確かめてみよう 

・みんなの考えが合わさるとどんどん

よいプログラムができていくね 

 
 

 

・確かに３６０度だと、いろいろなと

ころを動いていかないよね 

・何度にするとよいかな いろいろ

ためしてみよう 

 

・１３５度がちょうどイメージした

動きになるね 

・自分たちの理想のお掃除ロボット

ができあがっていくのが楽しい

ね。早く掃除をさせてみたいな 

 

※互いのプログラムに対する

意見が、出にくくなった際

には、改善すべき点に気が

つけるように、教師が視点

を与える。 

・日歩社は自分の考えにはない動きで楽しかったよ 

・自分のイメージしていた動きで進んでいってうれしいな 

・みんなが教えてくれたプログラムを足したおかげでいい動きになったね 

・他にも自分でロボットを作ってみたいな 

 

○ロボットに掃除をさせてみよう 

 

○思った通りに動くのかな  みんなで 4社すべてのプログラムを確認しよう 

 

○グループでプログラムを改善して動かしてみよう 

☆ロボットを意図した動きに近づけるように、プログラムを改善することができたか。（ロボット

の動き、プログラム、話し合いの様子） 

・我が社は まず周りをきれ

いにした後、ぐるぐると回

りながら動かしたいよ 

※プログラミングに悩

んでいるチームがあ

った際には、どの命

令を使ったらよいの

か考えることができ

るように、これまで

習ったコードの掲示

物を活用しながらヒ

ントを伝える。 

・万里社のプログラムで、壁を感じたときに少し下がってから曲がるようにすると、壁にぶつかってし

まうことがなくなってよいと思います 

・日歩社のプログラムで、「360度回転してから進む」だと、日歩社が考えているようないろいろな方向

にくるくる動くことにならないと思うので、角度を 340度くらいにしてはどうですか 

・動かす前にプログラムを直したくなってきたよ 

・我が社は掃除のときのよ

うに、ジグザグ進ませよ

うと考えているよ 

※改善点を直し終わっ

たグループには、こ

れまで習ったブザー

や光センサーでの工

夫を加えられるよう

に、声かけをする。 

（他２社あり） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ フローチャート（ホワイトボード上）をもとに、プログラミングをしたものの例 


